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ジ ャ ス ミン茶の抗肥満作用 に つ い て
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【目的】中国 で 愛飲 され て い る ジ ャ ス ミ ン 茶に，ノ ル エ ピ ネ フ リ ン に よ る脂肪分解を増強

す る物質 の 存在が発見され た の で， こ の 物質を同定す ると共に 高脂肪食投与によ り誘導さ

れ る肥満を抑制す る効果 に つ い て検討 した 。

【方法】ICR系雌 マ ウ ス （18 匹）を 1群 と して市販の 固形飼料を 9 週 間摂取 さ せ ，「普通

食群」 と した 。 他の 2群 （各 18匹） に は  牛脂 40％，グ ラ ニ ュ
ー糖 9％ を含む 高脂肪食

を摂取 させ
「

高脂肪食群 」，  高脂肪 食と共 に，ジ ャ ス ミ ン 茶粉末 （飼料 中に 5％ 含む）

を添加 「ジ ャ ス ミ ン茶食群」 して 各 々 投与 した 。飼育期 間中， 各群の マ ウ ス 体重，摂食量，

飲水量をそれ ぞれ測定 した。飼育終了 後，エ
ー

テ ル麻酔下で 開腹 して 採血 し，血清の 中性

脂肪や コ レ ス テ ロ
ール 及び遊離脂肪酸を測定 した 。また 生殖器 周囲脂肪組織の 重量を測定

し た。肝臓に つ い て は ， 組織重量，脂肪お よ び コ レ ス テ ロ ール 含量 をそ れ ぞ れ測定 した
。

ジ ャ ス ミ ン茶 の抗肥満作用機序 の 検討 は脂肪細胞に おけ る脂肪分解 と脂肪合成作用を測定

す る こ と に よ り行 っ た 。脂肪細胞 は ラ ッ ト副睾丸脂肪組織 よ り調整 した 。 また，膵 リパ ー

ゼ 活性 は トリオ レ イ ンを基質 と し て 測定 し，
ジ ャ ス ミ ン茶の添加効果を調 べ た。 更に ， ジャ

ス ミ ン 茶 中に含 ま れ る 脂肪細 胞 で の ノ ル エ ピネ フ リ ン によ る脂肪分解を促進す る生理活性

物質の精製を HPLC で 行 っ た 。 こ の 物質を用 い て ノ ル エ ピネ フ リ ン の脂肪分解作用 の ど の

階段 で 促 進作用を示す かを無細胞系
1）
を用 い て 検 討 した 。

【成績及び結論】高脂肪食群は体重 や脂肪組織重量を顕著に増加 し，肥満 と脂肪肝を誘導

した 。 ジ ャ ス ミン 茶食群は高脂肪食群 と比較 して体重や脂肪組織重量及 び肝臓 中の 脂肪含

量を著 し く低下 させ ， 肥満と脂肪肝を改善 した。 ジ ャ ス ミ ン 茶 は ノ ル エ ピ ネ フ リ ン に よ る

脂肪分解 を濃度依存的に増強 した が，イ ン ス リン で 誘導 され る脂肪合成に は影響 し な か っ

た 。 ジ ャ ス ミ ン 茶中の 脂肪分解促進因子は カ フ ヱ イ ン で あ る こ とが明 ら か に な っ た
。 膵 リ

パ ーゼ 活性は ジ ャ ス ミ ン 茶抽出液 の 添加に よ っ て 用量依存的に 阻害され た
。 従 っ て ，ジ ャ

ス ミン茶投与に よ る抗肥満効果 の 作用 機序 と し て は ，膵 リパ ーゼ 阻害 と ノ ル エ ピネ フ リン

に よる脂肪細胞 で の 脂肪分解を促 進す る 生理 活性物質に よ るもの と考え られた 。

一方，カ

フ ェ イ ン の 作用 点は，ホ ル モ ン感性 リパ ーゼ で はな く， 油滴で あ る こ とが明 らか に な っ た 。
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